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司法書士事務所から完成した書類が支部事務所に郵送されます。組合員には、必要な印鑑などを持参して頂き、指定された場所に押印し必要書類一式を送り返します。費用は、組合員が直接司法書士事務所の指定口座に振込みます。
但し、代表取締役の変更など重要な事項及び組合員が希望する場合は、司法書士と代表取締役本人の面談が必要になりますのでご注意ください。
面談場所は、支部事務所で書記も立ち会い、費用を組合員から司法書士に支払ってもらいます。
　司法書士事務所から定款や登記申請書等が完成した旨の連絡が支部事務所に届きます。この段階で、司法書士に来てもらう日を決めます。但し、複数日を出してもらい、組合員に確認し決定します。
　組合員には、司法書士との面談日に発起人代表者及び代表取締役個人と会社の実印等を持参してもらうように伝えます。
司法書士事務所から変更後の登記された謄本などが支部事務所に送られるので、支部事務所はコピーした後に組合員に返します。
組合員は、必要な資料を組合事務所に持参し、書記が点検後、司法書士事務所に連絡票をＦＡＸします。
書記は、変更する登記内容に応じて必要となる資料を司法書士事務所に電話で確認し、費用と共に組合員に告げます。
組合員が必要書類を揃えて支部事務所に来た際は、チェックリストに基づき点検します。
書類が整っていれば、司法書士事務所に連絡後、連絡票も添付して司法書士事務所にＦＡＸします。
揃っていない場合は、不備事項を組合員に伝え揃えてもらい、あらためて来所してもらいます。
組合員が組合事務所に来た場合は、「法人設立のためのチェックリスト」で必要な資料等を説明します。
電話の場合は、組合員においで頂くか、書記が組合員宅を訪問し、「法人設立のためのチェックリスト」で必要な書類等を説明します。また、組合員に利用料金を伝え、司法書士と会う際に持参してもらうことを説明します。そして、事業所が書類を整えて支部事務所に来ていただく日を決めます。
変更登記
法人設立
組合員から法人設立や法人の登記変更の相談が組合事務所に来た場合
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組合員が組合事務所に来た場合は、


「法人設立のため


のチェックリスト」


で必要な


資料


等を説明


します


。


 


電話の場合は、組合員においで頂くか、書記が組合


員宅を訪問し、


「法人設立のためのチェックリスト」


で


必要な書類等を説明


します


。


また、組合員に利用料金


を伝え、司法書士と会う際に持参してもらうことを説


明


します


。そして、事業所が書類を整えて支部事務所


に来ていただく日を決めます。


 


組合員が必要書類を揃えて支部事務所に来た際は、


チェックリストに基づき点検します。


 


書類が整っていれば、


司法


書士


事務所


に連絡後、


連


絡票


も添付して


司法書士事務所


に


ＦＡＸ


します。


 


揃っていない場合は、不備事項を組合員に伝え揃え


ても


ら


い


、あらためて来所してもらい


ます。


 


 


司法書士事務所


から定款や登記申請書等が完成した


旨の連絡が支部事務所に


届きます


。この段階で、


司法


書士


に来てもらう日


を


決めます。但し、複数日を出し


てもらい、組合員に確認し


決定


します。


 


 


組合員には、


司法書士


との面談日に


発起人代表者及


び


代表取締役個人と会社の実印


等


を持参してもら


うよ


うに伝えます。


 


組合員から法人


設立


や法人の登


記変更の相談が組合事務所に


来た


場合


 


変更登記


 


司法書士事務所


から変更後の登記された謄


本などが支部事務所に送られるので、支部事


務所はコピーした後に組合員に返します。


 


司法書士


事務所


から


完成した書類が支部事


務所に郵送されます。組合員には、必要な印


鑑などを持参して頂き、指定された場所に押


印し


必要書類一式を


送り返します。費用は、


組合員が直接


司法書士事務所の指定口座に


振


込みます


。


 


但し、代表取締役の変更


など重要な事項及


び組合員が希望する場合


は、


司法書士


と代表


取締役本人の面談が必要になりますのでご注


意ください。


 


書記は、変更する登記内容に応じて必要


と


なる資料を


司法


書士


事務所


に電話で確認し


、


費用と共に


組合員に告げ


ます


。


 


組合員


は、


必要な資料を組合事務所に


持参


し、


書記が点検後、


司法


書士


事務所


に


連絡票


を


ＦＡＸ


します


。


 


面談場所は、支部事務所で書記も立ち会い


、費用を組


合員から司法書士


に


支払ってもらいます。


 


 


司法書士事務所から定款、発起人会議事録、会社


の


登記簿謄本


などが支部事務所に送られます。それ


らを


支部事務所は


コピーし保管、原本を組合員


に


渡


します。
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法人設立  

組合員が組合事務所に来た場合は、 「法人設立のため のチェックリスト」 で必要な 資料 等を説明 します 。   電話の場合は、組合員においで頂くか、書記が組合 員宅を訪問し、 「法人設立のためのチェックリスト」 で 必要な書類等を説明 します 。 また、組合員に利用料金 を伝え、司法書士と会う際に持参してもらうことを説 明 します 。そして、事業所が書類を整えて支部事務所 に来ていただく日を決めます。  

組合員が必要書類を揃えて支部事務所に来た際は、 チェックリストに基づき点検します。   書類が整っていれば、 司法 書士 事務所 に連絡後、 連 絡票 も添付して 司法書士事務所 に ＦＡＸ します。   揃っていない場合は、不備事項を組合員に伝え揃え ても ら い 、あらためて来所してもらい ます。  

  司法書士事務所 から定款や登記申請書等が完成した 旨の連絡が支部事務所に 届きます 。この段階で、 司法 書士 に来てもらう日 を 決めます。但し、複数日を出し てもらい、組合員に確認し 決定 します。     組合員には、 司法書士 との面談日に 発起人代表者及 び 代表取締役個人と会社の実印 等 を持参してもら うよ うに伝えます。  

組合員から法人 設立 や法人の登 記変更の相談が組合事務所に 来た 場合  

変更登記  

司法書士事務所 から変更後の登記された謄 本などが支部事務所に送られるので、支部事 務所はコピーした後に組合員に返します。  

司法書士 事務所 から 完成した書類が支部事 務所に郵送されます。組合員には、必要な印 鑑などを持参して頂き、指定された場所に押 印し 必要書類一式を 送り返します。費用は、 組合員が直接 司法書士事務所の指定口座に 振 込みます 。   但し、代表取締役の変更 など重要な事項及 び組合員が希望する場合 は、 司法書士 と代表 取締役本人の面談が必要になりますのでご注 意ください。  

書記は、変更する登記内容に応じて必要 と なる資料を 司法 書士 事務所 に電話で確認し 、 費用と共に 組合員に告げ ます 。  

組合員 は、 必要な資料を組合事務所に 持参 し、 書記が点検後、 司法 書士 事務所 に 連絡票 を ＦＡＸ します 。  

面談場所は、支部事務所で書記も立ち会い 、費用を組 合員から司法書士 に 支払ってもらいます。  

  司法書士事務所から定款、発起人会議事録、会社 の 登記簿謄本 などが支部事務所に送られます。それ らを 支部事務所は コピーし保管、原本を組合員 に 渡 します。  

